
尾
張
国
春
日
井
郡
の
新
田
村

梶

勇

作

J 11 

じ

め

「

1
)

「
尾
張
拘
行
記
」

は
季
要
な
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
化

樋
口
好
古
が
箸
わ
し
た
村
毎
の
地
誌
で
あ
る
。

ま

近
併
の
尾
張
。
治
方
に
お
け
る
付
令
の
状
況
を
知
る
う
え
で
、

(
以
下
で
は
御
行
記
と
略
称
す
る
)

年
間
前
後
に
尾
張
務
上
、

こ
れ

に
は
.
村
一
局
、

社
寺
、

人
口
の
ほ
か
、
村
の
様
子
が
記
器
賦
さ
れ
て
レ
る
。

(
2
)
 

尾
張
に
は
寛
文
十
二
年
に
完
成
し
た
「
寛
文
覚
書
一
と
レ
う
藩
撲
の
地
誌
が
あ

る
が
、
記
載
の
内
容
は
拘
行
記
の
ほ
う
が
詳
細
で
あ
る
。
本
穏
で
は
」
拘
行
記
一

春
日
井
郡
に
お
け
る
近
世
の
新
田
村
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に

一戸数、

に
基
づ
い
て
、

し
た
い
。

尾
張
地
方
で
は
近
世
に
お
よ
そ
高
一
一
二
万
三
千
石
の
新
田
が
開
発
さ
れ
た
。

そ
の
過
半
ば
、

伊
勢
湾
沿
岸
、

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
内
還
に
あ
る
春
日
井
郡
で
は
洪
積
台
地
が
新
百
四
丹

と
く
に
木
曽
川
河
口
地
帯
の
海
面
干
拓
に
よ
る

売
の
中
心
で
あ
っ
た
。
春
日
井
郡
で
は
本
田
喜
一
三
万
一
一
一
千
余
石
に
対
し
て
、

近
ほ
に
お
よ
そ
高
一
万
九
千
石
の
新
田
が
開
発
き
れ
た
。
こ
の
新
田
有
発
に
と

も
な
っ
て
文
化
年
間
ま
で
に
成
立
し
た
新
田
村
は
三
六
か
村
に
及
ぶ
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
う
ち
八
か
村
{
村
中
郷
新
田
、

新
田
、

一
ノ
久
白
人
鹿
出
新
臣
、
江
崎
入
鹿

中
俣
新
田
、
太
賀
藤
新
田
、
大
蒲
新
田
)
去
、

文
化
年
間
犯
人
家
は
な
か
「

長
斎
新
田
、

一
長
塚
新
田
、

各
々
独
立
し
た
村
と
し
て
扱
わ
‘
れ
て
は
レ
る
が
、

た。

本
衣
に

」
の
八
か
村
を
除
く
、

つ
ま
り
響
、
落
合
」
形
成
し
て
い
た
新
田
村
は

示
し
た
二
八
か
村
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
仕
①
ま
(
ゅ
の
司
自
然
堤
防
に
立
地

し
て
い
る
が
、
他
は
郡
城
中
央
部
に
広
が
る
供
績
ム
口
一
地
の
開
発
に
よ
っ
て
成
立

し
た
村
で
あ
る
。

一
、
水
利
事
業

こ
の
洪
積
台
地
の
新
回
開
発
は
、

入
鹿
地
の
築
透
か
ら
始
ま
る
。

人
鹿
山
砲
察

造
の
計
画
は
、
寛
永
五
年
に
上
末
村
の
落
合
新
人
、
鈴
本
久
兵
衛
、

J
T
牧
刊
の

江
崎
益
口
左
衛
門
、
村
中
村
の
丹
羽
又
助
、
外
坪
村
の
舟
橋
仁
定
衛
門
、
自
主
計
υ

の
鈴
木
作
右
衛
門
の
六
名
(
六
人
血
飛
と
い
っ
た
)
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
、
成
正
眼

正
成
を
通
じ
て
護
主
義
直
一
に
講
師
制
さ
れ
た
。
藩
主
は
水
奉
行
に
命
じ
て
、

IfrJ 
jし

年

K
着
工
さ
せ
、

-20-

翌
十
年
二
月
に
入
農
地
が
完
成
し
た
。
地
め
築
堤
の
た
め
、

一
河
内
の
国
浪
人
、

甘
百
九
郎
と
い
へ
る
者
、

土
築
功
者
の
き
こ
へ
あ
る
に
よ
句
、

呼
ょ
せ
築
用
聞
き
す
る
に
.

い
び
伝
へ
り
、

段
々
工
夫
を
以
て
棚
築
と
申
も
の
に
て
築
勺
め

L
的

-

守
d

)

而
し
て
後
此
堤
を
河
勾
犀
一
堤
と
な
づ
け
り
一
と
レ
ぅ
。
犬
人
影

の
多
く
も
ま
た
浪
人
で
あ
っ
た
。
池
の
完
成
直
後
か
ら
新
田
開
発
が
始
め
ら
れ

た
G

水
奉
行
は
寛
永
一
十
一
年
十
月
に
六
人
血
釈
に
あ
て
て
、

入
鹿
池
宅
水
の
一
件
。

筋
方
に
新
田
に
仕
百
姓
有
之
に
お
い
て
は
、
再
三
人
ウ
海
自
よ
り
万
事
J
一
儀
市
什
候
c

戸
中
略
)
新
田
を
お
こ
し
申
に
お
い
て
は
三
ヶ
年
作
取
設
諸
れ
は
御
免
之
儀
に
解

と
い
う
書
面
を
与
え
、

ま
た
彼
ら
の
穎
レ

K
よ
っ
て
、

翌
年
一
一
一
月
に
は
、

一 「

/~ 

度
入
廃
に
溜
池
出
来
wh
付
、
細
川
領
分
中
並
他
国
他
領
之
者
如
何
縁

Y
一
斉
寂
た
れ
ソ

と
一
五
と
も
、

其
剖
党
首
を
免
許
被
下
置
候
問
、

新
田
伐
起
望
之
者
併
有
之
は
、

A

例
外

之
趣
串
間
呼
越
候
同
僚
可
致
者
也
一
と
レ
う
吉
町
札
を
小
牧
原
新
田
と
河
内
宇
和
問

(
4
)
 

に
建
て
て
、
人
持
者
を
募
集
し
た
。



寛
永
十
七
年
に
は
、
六
人
血
持
、
は
藩
主
か
ら
各
々
官
時
十
石
の
除
地
を
与
え

2
3
f
 

p
h

ノ
れ
、
新
田
一
玖

K
A即
ぜ
ら
れ
て
い
切
る
。
人
前
品
用
水
に
ょ
う
て
同
開
発
さ
れ
た
新
聞

の
検
地
は
、
寛
永
十
七
年
に
涼
一
回
が
行
わ
れ
、
正
佼
二
年
と
寛
文
二
年
に
も

検
地
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
人
度
新
田
と
昨
称
さ
れ
る
も
の
で
、

下原村
主語

宮
口
被
村

G 

i内

-------司
¥ 

¥ J  

Sluo 

f冗 l 文化句 fむs、!

新 田村名 村 高 回 1:Hl 1，'童文 人 [J 初縄への年:人

土 22野mEB 83{i 37反 1 14ix 861 ' ~65 人 寛永与;;;;

2 E方七新田 2内 O 139 65 22. 100 " 
3 春日寺新田 8 I 7 I 1 1 9 3 I 11早年iUl
4 北外山新田 246 185 55 73 231 .， 

5 岩崎原華街回 126 129 1 5 .t 4 18.1 " 
6 間々原事行田 363 351 65 55 21 ;{ " 
同d 村 中 原 ifr回 1 7 1 1 52 41 39 195 .， 

8 戸j1j屋新国 194 1 76 31 35 1.17 " 
9 力E 島新田 62 37 38 6 18 ，. 

10. /J、場塚新出 318 215 82 36 148 " 

11.下原新田 689 480 314 207 862 慶~2 年
12 大泉寺新田 168 1 47 55 3.1 165 承丘、2年
13 春日井原新田 934 774 354 246 1.1 25 寛之 2午

14. 小針巴新田 272 237 75 83 290 " 
15 入 度出新田 366 31 4 91 66 271 " 
16. 小牧原新国 780 708 1 R 6 1 1 7 522 " 
11 -J君事原、新田 83 58 67 16 69 " 
18 大 手 地 新 回 68 270 23 9 33 点享 3"f'. 
19 下条原新田 45 34 34 4 5 1 7 3 /じ禄 6年

20. 一上ー条新田 1 7 3 56 154 84 354 I亡禄 9年
21 如意申新田 72 12 121 4 1 171 享保 I年
22 穏口新田 87 25 97 22 96 " 
23 八回与吉新B 25 50 3 15 享保12年
24 妙度新田 42 一 70 1 4 70 寛保 2年
25 八回新回 125 221 I 8 I 809 延享 3年一

26 サ:1t寺子新田 6 11 20 43 宝暦前年

27 哀をを治新 E 1 0 8 1 08 23 9 37 天flJj8年

28 ... 長続号事缶百 :1 01 1.401 

タ:グ}H 新

羽
郡
で
千
七
百
石
、
春
日
井
郡
で
五
千
百
石

2
 

ん
だ
と
レ
ぅ
。

(
合
わ
せ
て
八
百
余
町
歩

し
か
し
、

入
鹿
用
水
の
末
端
地
域
か
」
初
め
.
と
し
て
、

水
不
足
の
と
こ
ろ
が
少

そ
の

-m問は

な
く
な
か
っ
た
の
で
、
新
出
頭
ら
は
木
曽
川
か
ら
水
を
引
く
計
画
を
た
て
た
。

チ守

た才能わ番号は[:t!'f'の;番号に対応する。n主張主号行記二二)Jによる。
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け
什
「
川
町
叫
木
津
村
に
お

L

て
!
?
小
佐
日
い
刊
の
山
中
、
に
U
刊
か
日
付
い
ぜ
て
4
K

や
一
恥
去
と

ぞ
二
十
九

同
杭
小
口
村
ま
で
を
杭
ー
品
、
J

J

二

'J
口
減
川
に
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
る
。

こ
め
大
井
搾

ず
吋
在
必
古
木
摩
市
用
水
が
こ
れ
で
あ
る
。

hg) 

」
れ
に
よ
っ
て
入
鹿
市
庁
、
培
技
の
南
南
方
面
の
潟
発
が
進
ん
だ
。

め
調
き
く
は
護
宏
一
，
一
年
に
(
一
土
ば
し
た
e

一
一
勺
の
用
水
の
間
に
は
呑
巳
井
守
口
川
と
昨
ば
れ
る
原
野
が
広
が
っ
て
い
、
た
。
新

田
頭
ら
は
春
日
井
市
町
の
問
党
ム
ゲ
一
一
汁
口
元
し
た
が
、

用
水
が
T

小
足
し
た
た
め

償問

わ
用
水
の
酢
F

き
く
が
一
行
わ
れ
た
。

こ
の
一
新
木
漂
白
川
水
は
小
口
付
か
ら
十
ヘ
#
相
唱
の

wλ

た
む
き

E
w
f
h
J
庁
」
符
て
、

F
O
K
民一
u
j

で
生
内
川
に
合
抗
す
る
も
の
で
、

官
三
人
目

年
に
(
一
三
以
し
た
c

一
戸
一
町
歩

(
一
局
三
ー
で
二
一
日
石

こ
れ
に
よ
一
〔
て
春
ヨ
辻
原
に
国

一れ&

の
新
日
が
時
間
突
き
れ
た
c

官
凡
文
年
同
市
一
ま
で
に
こ
れ
ら
二
一
穴
水
引
税
事
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

空手

日

いザ町
U

h

川
町
折
田
畑
中
h

h

誌
は
近
世
h
u
v
H
棋
に
盛
λ
で
あ
っ
た
。
新
日
高
一
万
九
ヰ
石
め
う

1'-， 

J] 

二r-

fコ
1-+ ..会

慶
長
か
ら
寛
丈
斗
一
』
ヰ
ま
で
の
一
約
~
ハ
十
年
間
間
に
開
聞
か
れ

て
い
る
。

革
叩
が
霊
祭
行
な
っ
た
一
挙
営
新
田
で
も
な
レ

こ
示
ら
ず
の
新
恩
問
円
売
は

L
、
町
人
請
負
新
白
で
も
な
レ
。
藩
の
強
刀
な
保
護
で
開
発
が
進
め
ら
れ
た
半

{
ド
ニ
十
民
の
新
巴
喝
発
で
あ
る
と
レ
ッ
て
よ
い
で
あ
ろ
『
，
。
新
田
の
間
間
交
え
古
木

法
-
新
木
津
の
用
水
明
士
一
く
も
新
田
認
の
指
揮
の
も
と
に
一
行
わ
れ
た
が
、

z

水
利

時
四
は
水
奉
行
が
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
、
蔵
入
地
と
給
知

天
和
~
午
間
以
前
に
お
い
て
ば

{
口
口
営
の
開
発
と
は
い
え
な
い
が

実
質
上
官

営
に
昨
T
1
4

し
レ

「

~
3
¥
1
4
一
?
「
J
ご
ノ

一
島
町
ょ
ノ

J
t
L
F
d
F

が
盛
ん
に
開
発
ぎ
れ
た
。

れ
，，， 

折
田
」

漆
上
が
自
分
の
知
行
地
に
お
し
て
新
巴
を
開
発
し

こ
れ
を
見
取
場
と
し

い
法
い
を
納
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
一
覧
文
党
書
」
に
よ
れ
ば

春
日
井
杭
に
お
け
る

が
間
人
民
心
ぺ
一
叫
が
白
ば

一一
d

〕

h
4
J
N
」
か
わ
っ

一一

e
サ
ム
μ
+
T
J
v
h
e
m
m

そ
の
白
川
市

-va
稿
は
ム
口
一
一
一
一
口
一
一
一
九
町

国
に
示
し
た
新
日
村
め
う
ふ
円
、
心
下
原
町
和
田
、

nwIパ
J
F

歩
に
も
達
し
て
い
、
た
。

戸
)
新
臣
、
⑤
勝
、
腕
防
相
新
白
は
、

寛
文
年
間
川
に
は
給
人
自
分
新
田
で
圭
っ
た
。
一

原
新
出
は
当
時
は
下
原
村
東
野
と
呼
ば
れ
た
。
下
原
村
を
お
行
泊
、
と
し
て
レ
た

琴
付
家
老
、
成
瀬
修
一
人
正
が
開
発
し
た
広
↓
へ
な
(
田
畑
九
一
一
町
ι乞

芦

田

で

あ

ヲ
た
。
成
瀬
億
人
正
は
、
十
八
三
村
に
も
新
国
(
十
二
町
歩
)
止
空
間
仁
た
。
同
暗
い
町

原
新
田
ば
、
時
保
銃
村
守
}
知
行
地
と
し
て
レ
た
葱
付
家
老
、
竹
腰
山
城
マ
が
込
わ
に

一
だ
笠
か
ら
同
開
発
し
た
新
田

(
十
町
歩
)
で
あ
ヮ
ι
~
。

υ

竹
震
山
波
守
ば
下
条
村
で

も
野
田
ι
空
間
聞
い
た
こ
町
止
す
)
。
小
針
己
緊
密
は
、

小
品
目
村
に
行
「
d

同
E

)

て
い

L
~

u
p
m

人
自
分
安
田
(
二
六
町
歩
)

(
ム
ト

Fm歩
)
u
h
r

廷
に
汚
す
一
し
た

と
入
昨
夜
出
軒
目

H
円
で
あ
る
。

一
大
和
二
年
に
箸
で
は
財
政
難
打
開
問
の
一
策
と
し
て
、
こ
れ
ち
の
准
ハ
人
一
色

Advy

会
J

詰

戸

い

」

自
を
務
一
回
位
刊
の
蔵
入
地
と
し
た
。
こ
れ
が
ナ
よ
が
り
新
田
」
で
あ
と
。
し
か
し
、

-22-

一
約
行
記
」
に
よ
れ
ば
、

十
ド
原
町
一
和
田
の
村
一
ロ
伺
ム
ハ
ヘ
九
石
の
う
ち
、

成
瀬
隼
人
正
の
給
知
で
あ
る
。
ま
た
ー
一
成
銃
原
新
国
ぽ
竹
藤
山
城
(
L
V

わ 二
七
二
石
は

一
議
搾
」

の
見
取
回
師
団
一
一
回
町
歩
か
ら
成
っ
て
し
ν
る
。
誇
約
九
ー
と
は
、
一
綜
家
中
之
輩
併

行
之
内
、
本
村
は
給
知
御
際
~
候
処
、
其
村
に
叫
川
候
御
蔵
入
之
日
吃
取
所
奈
田
等
、

子
細
有
之
、
給
人
に
引
請
、
御
霊
貝
差
出
候
」
(
刊
日
七
つ
め
で
あ
J
4
c
A
J
h
折
じ
新

田
は
す
べ
て
稜
入
地
で
あ
っ
た
c

同
氏
示
し
た
新
田
村
の
う
ち

一
一
司
給
均
一
で
あ
っ
た
の
は

春
日
七
守
新

回
と
岩
崎
原
新
田
で
あ
り
、

蔵
入
と
給
知
が
浸
在
す
る
一
夜
給
立
ム
口
↑
わ
村
は
、

前
一
庄
の
下
原
新
自
の
ほ
か
、

北
外
山
新
白
、

い
判
中
原
新
自
で
あ

間
々
原
新
田
、

1司自

っ
た
。
と
れ
ら
は
い
u

ず
れ
も
、
比
較
的
早
レ
時
拐
に
問
問
突
き
れ
た
村
で
あ
る
c

給
人
自
介
新
自
よ
ゲ

L
吉
ー
新
田
に
し
た
頃
か
p
h

、
せ
還
は
V

釘

hk
に
は
原
山

こ
れ
は
、



と
し
て
絵
知
会
一
忠
一
わ
ノ
ー
ム
ゴ
て
な
い
よ
う
に
し
た
か
ら
で
忘
る
。
吉
村
に
は
一
夜
拾

三
ム
口
一
J
J
7
/
い
w

の
に
討
し
て
、
新
一
出
付
に
は
「
一
円
蔵
人
」
が
屯
ゃ
い
の
で
あ
る
c

土
器
附
川
上
新
白
に
は
、

問
時
村
〔
山
一
民
民
の
寺
領

が
あ
わ
、

(
勾
六
町
歩
)

J
v
a
L
~
 

た
来
十
三
町
田
に
は
退
怖
を
l
d
伝

が
あ
っ
た
。

如
意
市
出
新
一
回
に
は
、
古

七

向
山
村
の
定
宗
寺
の
者
一
日
出

(
回
但
一
六
町
五
行
へ
歩

が
あ
る
。

カ込

ーコ

高
三
四
石

龍
一
奴
ナ
寸
は
十
日
校
村
内
多
明
性
向
、
ケ
ノ
池
町
巴
の
↓
一
い
加
が
一
C
m
，
t
H
と
し
て
寄
進
き
れ
イ

一

-eι-

L
A
T
ぃカ

一
江
-
H
J
十
何
年
に
そ
の
土
地
よ
か
一
川
失
清
一
に
な
う
た
た
め

(
ば
)

地
と
し
て
如
宮
山
針
巴
の
+
一
ぬ
か
二
以
J
え
ら
れ
た
の
で
友
と
。

そ
の
協
同

存
行
件
叶
原
新
巴
L
d
)
J
m
よ
空
中
軒
目
に
は
鬼
閉
山
平
六
の
伺
い
μ
J
J
J
J
b
m
一
ソ
た
。

そ
の
μ
鳴ら

相
十
日
兵
衛
は

竹
腰
山
域
内
f
p
u
知
一
行
地
で
あ
っ
た
下
町
一
恩
師
団
目
立
八
都
大
牧
村
代
大

牧
新
田
・
を
渇
い
た
功
に
よ
っ
一

九七ゲ
j

一
一
年
に
竹
田
肱
川
一
域
一
寸
か
ら
十
ヘ
牧
町
何
回
に

自

民i

寸
肘
吋
止
ヤ

b
d
卜

i
d
え
ら
れ
た
。

犬
山
討
に
新
一
出
は
宝

(
肯
司
二
二
え
召

し
か
し

永
一
三
年
に
仁
丹
新
缶
、
と
な
町
、

山
抜
~
?
J
の
一
J刊
F

ほ
と
な
コ
た
の
で
、

段
、
地
と
し
て

中
門
前
部
一
一
定
+
白
川
新
日
に
八
町
九
反
歩

立
い
〕
市
町
新
出
に
山
町

f-. 
昼、

0) 

か

，ミL

^-

ら {F

.h E3 
7こ jt

で P7
9、 CB
ξ~K 

13六
日号 ~æy

花王 JL 
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I也 :正之
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必ず
4'¥ 

五一

主究Z
'i>頭

f" 丈
J' “A 

夫記 こ
者(，

-; _ 'Iy 

14 .;~ 

L 
J 

マ"玄

下
ι

そ
の
土
だ
め
出
ノ
む
リ
続
可
か
一
め
f

、

、

村
の
成
立

入
管
ん
だ
u
J
J
ゑ
i

h

一
さ
上
た
と
こ
み
J
に
は
、

か
つ
て
人
買
村
が
あ
っ
た
。

打
九
日
勺

中
い
れ
た
一
戸

u
l
J
h
し
ト
ピ
コ
に
ほ
斗
h
v
一
y
u
h
h
~

…RP
J
ι
1
1
5

虫、
i

、
思
~
V
4
か
一
山

曲

目

「

1
4
j、
臨
日
午

γ

三
一
い
一
ほ
か
え
]
い
肝
心
に
一
時
竺
し
だ
ゥ

て
人
境
が
よ
れ
刊

γ
{
t
i
t
L

~
、
伊
同

d

-

九
人
行
此
泡
へ
訪
問
h

り
し
に
よ

η
如
此
名
付
」
け
ー
ム
れ
た
の
で
あ
る
u
I

官
v

文
一
一
年

r
u
め
一
戸
ノ
区
民
新
ロ
ル
は

に
均
一
一
地
点
八
一
行
わ
れ

一
包
一
山
に
は

二一一一
μ

の
村
に
な

J

て
レ
た
c

IUj 

ート

人

皮

出
新
田
Lt-
朽
唱
ふ
る
は
入
箆
村
よ

η
一
u
f
d
叩
ち
、
立
村
人
亨

η
ひ
ら
き
し
再
利
包
む
乙

か
く
UR
，A
q
」
る
と
い
う
よ
か
ム
♂

一
ノ
久
田
入
度
出
新
田
も
一
間
後
で
あ
る
。

こ
の

村
は
正
保
年
間
に
桧
山
地
を
う
け

寛
文
年
間
に
は
七
戸
め
人
{
烹
一
が
あ
っ
た
が

文
化
年
間
に
は
住
民
の
い
な
い
v
ι
U

げ
に
な
っ
て
レ
る
。

砕
い
札
口
だ
け
が
残
一
ソ
て
レ
る
。

三
町
村
は
一
一
円
給
知
」
で
あ
「
た
。

こ
れ
ら
こ
つ
の
新
自
の
よ
ち
に
は
一
村

を
形
成
し
な
い
が
、

切
添
新
田
と
し
て
の
人
度
出
新
田
ー
へ
禽
外
山
一
利
F

文
法

本?

田
繁
村
な
ど
に
も
あ
ツ
た
。

河
内
田
空
新
自
に
つ
い
て
、
術
行
記
は

「
「
枚
目
頭
三
左
衛
門
五
代
以
前
之
介
九

河
内
一
国
ょ
の
来
町
て
関
空
せ
し
故
ー
か
〈
名
づ
け

η
。
入
及
、
η
一向

(
同
)

内
厚
堤
も
仁
左
衛
門
築
き
け
る
と
也
」
と
し
て
レ
乙
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
町
内
d

p
f
山
々
を
築
レ
た
河
内
の
浪
人
廿
十
一
九
郎
が
訟
に
新
民
頑
と
し
て
舟
矯
仁
十
往
復
門
を

担
仁
左
衛
門

名
の
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
仁
左
衛
門
は
例
外
r

村
に
レ
た
浪
人
め
「
寸
で
、

(
げ
)

中
口
}
本
二
一
年
に
河
内
望
新
国
に
移
住
し
た
と
す
る
文
相
即
も
あ
る
ι

誌
九
区
と
そ
の
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宮口

一
鮮
が
こ
の
地
に
住
ん
だ
こ
と
は
停
か
と
し
て
も
、

新
田
頭
仁
左
衛
門
?
と
は
引

人
で
あ
ろ
う
G

村
中
涼
新
臼
コ
村
中
村
に
い
た
新
出
頭

(
ぶ
ぺ
市
七
三
一

ju~
間
早

d

孔
品
』

4

念
行
、

小
牧
一
原
新
日
d
t
ト
干
の
い
配
け
か
ら
矛
回
一
民

三
角
弔
ム
ド
互
い
)

が
綜
合
し
て
出
宍
ト
だ
c

ゴ
牧
村
に

U

た

F

E
誤

正
時
差
打
一
定
位
管
内
1
u

江
長
人
野
U
F
E
R
U日
早

川

Y
r
一
さ
で
あ

.>、 t
〆レ C

EE F7 

iて ff
'J 

人主主

家丈
~ 

・--斗J

t，; !1里
会a に

つ綜

プニ{¥T三

18を
)う

け

L、

~ 

(
同
一
だ
に
~
t
d
大
一
h
f亨

..・
'ー

春
日
井
町
中
日
v
v
p

臼
に
は

巴
吸
が
，
に
レ
ト
~
新
山
い
長

鈴

木

作

右
E

宮
内
と
巴
府
与
の

な
い
乏
が
一
吟
竺
し
た
が

む
を
行
か
F

町
一
移
r
a
F
~
t
4
3
t
一
之
ァ
レ
。

こ
れ

vr
一出
e
H
汁
↑
十

J
一

ふ
る
の
で
、
住
民
の
出
身
fR
リ
ば
琴
+
刀
直
に

t
た
っ
て
レ
そ
の

回

ghlぃ、

応

義

JHUリ

め
ほ
か
、

外
山
村
、

1
1
7
、

H
H
H
t
μ

中
ι

品
川
崎
件
付
、

曲
篭
目
以
付
、

山
百
九
H
h
J

肘口、

ぎ3

3実
力込

ら

ι 
杷
みら

お
7う;

持;王
位段

~ .. 
J I j 

型 9プ;ょ

プニ〆 と。

か
戸
内
入
機
し
て
い
ν
る。

連
江
、

一
戸
江
、

，・il--



寛
文
年
間

K
は
五
六
戸
、
文
化
年
間
に
は
二
四
六
戸
に
も
な
っ
て
い
る
。
如
意

申
新
田
は
、
如
意
村
の
住
民
が
寛
文
年
聞
か
ら
開
墾
し
始
め
、
移
り
住
ん
だ
た

め
、
当
初
は
如
意
新
田
と
い
っ
た
が
、
享
保
元
年
申
年
に
検
地
が
行
わ
れ
て
か

ら
は
如
意
申
新
田
と
な
っ
た
。
そ
の
南
の
稲
口
新
田
は
、
万
治
年
間
に
美
濃
国

加
茂
郡
稲
口
村
(
現
在
は
関
市
)
の
住
民
が
移
住
・
開
墾
し
た
た
め
、

が
つ
け
ら
れ
た
。
拘
行
記
に
よ
れ
ば
、

こ
の
名

二
二
戸
す
べ
て
が
高
持
百
姓
で
あ
っ
た
。

味
鈍
原
新
団
法
、

承
応
一
冗
年
に
竹
腰
山
城
市
寸
が
、

節
当
新
田
に
御
小
屋
御
建
ら
れ
、
別
渡
辺
甚
助
殿
と
申
仁
右
小
屋
を
預
り
伺
仲

間
弐
拾
人
召
抱
ら
れ
、
小
頭
石
原
惣
九
郎
引
廻
し

K
て
御
手
作
御
座
候
。
一
味

銃
村
か
ら
移
住
し
た
ほ
か
に
、
海
束
郡
吉
田
塚
村
や
知
多
郡
薮
村
、
ほ
順
守
村
、

美
濃
盟
各
務
郡
各
務
村
、
可
児
郡
河
合
村
な
ど
か
ら
移
住
し
て
き
た
?
拘
行
記

に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
は
検
地
を
う
け
て
い
な
い
見
取
(
回
二
四
町
歩
、
畑
九
十

「
御
自
分

K
被
仰
出
、
其

町
歩
)
の
土
地
だ
け
で
あ
る
が

戸
は
無
高
で
あ
っ
た
。

戸
数
が
二
一

O
二
戸
も
あ
る
。

そ
の
う
ち
一

「
元
来
見
取
所
故
に
田
款
の
間
も
延
、

又
諸
役
も
ゆ
る

墨
四
戸
、

細
民
多
き
中
に
も
農
商
を
兼
た
る
富
有
の
者
も
入
交
り
、
質

酒
底
二
戸
、
農
商
を
兼
た
る
者
七
、
八
戸
あ
り
o

-

と
し
て
い
…
哲

や
か
な
る
故

K
、

喜
総
治
新
田
と
そ
の
東
の
大
蒲
新
国
は
、
以
前
は
比
良
村
の
土
地
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
帯
は
、
大
山
川
や
古
木
津
用
水
、
味
鈍
川
な
ど
が
庄
内
川
に
合
流
す
る

場
所
で
あ
る
た
め
、
低
湿
で
水
害
を
受
け
や
す
か
っ
た
。
大
蒲
新
田
ば
元
禄
六

(
山
)

一
同
十
五
年

K
至
て
禿
」
と
な
っ
た
『
こ
の
新
田
が
再
開

年
に
開
発
さ
れ
た
が
、

発
さ
れ
る
の
は
、

大
蒲
沼
の
堤
防
改
修

f

寛
延
一

π年
)
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

街
行
記

K
よ
れ
ば
、
こ
の
新
田
は
十
九
町
歩
余
の
見
取
所
で
あ
り
、
人
家
は
な

い
。
後
の
文
政
三
年
に
豊
場
村
か
ら
入
植
し
て
本
格
的
調
発
が
始
ま
る
。
喜
総

治
新
田
の
土
地
は
、

一
初
め
中
島
郡
一
一
-
宅
村
野
口
善
左
衛
門
控
居
た
り
し
が
、

享
保
二
酉
年
中
萱
津
村
平
八
と
一
玄
者

こ
こ
に
来
り
て
先
づ
流
作
場
に
仕
立
、

宝
暦
三
酉
年
愛
知
郡
戸
部
下
新
田
喜
総
冶
へ
売
渡
し
、
間
五
亥
年
平
八
始
て
う

、(おや

つ
り
、
百
姓
と
な
り
、
夫
よ
り
入
百
姓
漸
々
増
し
」
た
と
L
う

こ

の

新

田

が

庄
内
新
川
開
さ
く
(
天
明
週
年
)
後
の
こ
と
で
あ
る
。

新
川
の
開
き
く
に
よ
っ
て
、
庄
内
川
北
岸
の
村
々
は
水
害
を
被
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
街
行
記
は
小
場
塚
新
田
に
つ
い
て
、

検
地
を
う
け
た
の
は
、

「
新
川
開
さ
く
以

後
は
水
害
を
の
が
れ
、
年
々
定
成
の
白
地
と
な
れ
り
。
然
し
水
害

K
度
々
あ
ひ

し
頃
、

田
教
質
流
と
な
り
、
於
今
宮
田
戸
の
白
地
を
承
畑
山
す
る
者
多
き
故

K
、
加

(
h
A
)
 

地
子
米
の
費
あ
り
て
貧
村
な
り
」
と
書
い
て
い
る
=

一
つ
の
村
を
形
成
し
て
い
て
も
、
新
田
付

K
は
神
社
も
寺
も
な
い
こ
と
が
少

な
く
な
い
。
と
と
に
寺
の
な
い
村
が
多
い
。
表
に
示
し
た
こ
八
か
村
の
う
ち
、

一
般
に
、
新
田
の
開
発
の
初
め
に
神
社
が
建
て
ら

-24-

一
八
か
村

K
は
寺
が
な
い
。

れ
、
後
に
な
っ
て
寺
が
建
立
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

小
牧
原
新
田
で
は
、

開
発

K

着
手
し
た
寛
永
十
年
代
す
で
に
天
王
社
が
建
て
ら
れ
た
が
、
大
乗
土
寸
が
知
多
郡

九

O
年
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ

師
崎
村
か
ら
移
さ
れ
た
の
は
享
保
七
年
で
あ
り
、

ヲ
た
。

「
お
)

如
意
申
新
国
に
は
寺
が
な
か
っ
た
。
宝
暦
三
年
の
宗
門
改
帳
に
よ
る
と

民
の
旦
那
寺
は
、
如
意
村
の
瑞
応
寺
か
岳
桂
院
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
年
現
在

の
調
べ
で
は
、
六
六
戸
の
う
ち
、
四
盟
戸
が
瑞
応
寺
、

一
五
一
戸
が
岳
桂
院
の
旦

那
で
あ
る
。
遠
方
か
ら
来
住
し
た
者
は
、
新
国
の
近
辺
の
同
宗
門
の
寺
の
旦
那

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

稲
口
新
田
の
住
民
は
、

美
濃
か
ら
来
た
先
祖

が
黄
葉
宗
で
あ
っ
た
の
で
、
柏
井
村
の
慈
銀
寺
戸
黄
葉
宗
)

F

加
)

L

た
c

を
旦
那
寺
と
し
て

春
日
共
原
新
田
で
は

田
楽
村
の
出
身
者
が
寛
永
十
八
年
に
新
光
寺
を
建
て



慶
安
元
年
に
は
八
幡
社
を
建
て
て
氏
神
と
し
た
。

一
方
の
如
意
村
出
身
者
は
慶

安
三
年

K
龍
園
田
寺
と
神
明
社
を
建
て
て
い
る
。
八
幡
社
と
神
明
社
が
合
杷
さ
れ

る
元
禄
=
一
年
ま
で
は
二
つ
の
村

K
分
か
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
新

(
幻
)

回
の
安
政
三
年
の
宗
門
改
摂
陪
よ
る
と
、
住
民
一
、
三
五

C
人
の
う
ち
、
新
光

寺
の
旦
那
(
四

O
八
人
)
と
龍
昌
寺
め
旦
那
勺
一
五
五
人
)
は
半
数

K
も
達
し

て
い
な
い
。
移
住
し
て
か
ら
相
当
長
い
年
数
を
経
て
も
、
新
田
の
住
民
の
多
く

は
、
祖
先
の
出
身
村
と
寺
を
通
じ
4

て
つ
な
が
船
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(
金
城
学
院
大
学
文
学
部
)

.' 

注

(

1

)

 

『
尾
張
街
行
記
』
(
全
五
議
)
名
古
屋
叢
書
続
編
第
四

l
八
巻
、
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
F

昭
和
甲
一

J
四
年
発
行
。
寛
政
四
年
春
に
稿
を

起
ζ

し
、
三
一
年
後
の
文
政
五
年
五
月
に
完
成
し
た
。
知
多
郡
の
北
西

部
と
葉
栗
郡
の
分
は
今
も
念
お
未
発
見
で
あ
る
。

〈

2
)

『
寛
文
村
々
覚
書
』

戸
全
三
巻
)
名
古
墨
叢
書
続
編

第
一

1
三
巻
、

昭
和
三
九

t
四
一
年
発
行

一
九
五
!
七
頁

(
3
)
 
『
尾
張
拘
行
記
(
三
)
』

〈

4
)

別
巻
』
(
昭
和
十
四
年
、
愛
知
県
発
行
)
七
三
六
l
七
頁

『
愛
知
県
史

(
5
)
前
掲

(

3

)

品
九
八
頁

(
6
)
 
『
地
方
古
義
』
名
古
屋
叢
書
続
編

第
三
巻

三
C
八
頁
。

『
愛
知
県

史

第
二
巻
』

五
二
へ
)
頁
)

誤
り
で
あ
ろ
う
。

は
、
第
一
回
検
地

(
昭
和
十
三
年
発
行
、

を
寛
永
十
年
と
し
て
い
る
が
、

(
7
)
 

(
8
)
 

『
寛
文
村
々
覚
書
ハ
上
)
』
三
七
七
l

八
頁

『
愛
知
県
史
第
二
巻
』
五
二
一
頁

(
9
)

前
掲

F
8
)

五
二
二
頁

〔
日
)
前
掲
(
叩
)

『
地
方
品
目
解
』
名
古
量
叢
書
第
十
巻
・
四
四
瓦
頁

四
六
一
頁
。
味
銃
原
新
田
が
請
控

K
な
っ
た
理
由

K
つ

(
春
日
井
市
、
昭
和
三
八
年
発

(
叩
)

い
て
は
、

行
)
一
二
三
頁
参
照
。

『
春
日
井
市
史

資
料
編
』

(
日
)
前
掲

(
6
)

い
ず
れ
も
『
尾
張
拘
行
記
三
一
)
』
に
よ
る
。

三
O
九
頁
、
四
乙
九
頁
。
鬼
頭
吉
兵
衛

K
つ
い
て
、
前

C
M
)
 

掲
戸
8

ら
け
)
太
田
盛
一

(
日
)
前
掲
(
臼
)

(
同
)

前
掲

(
げ
)

『
東
春
日
井
郡
誌
』

一
七
六
頁

(
同
)
前
掲
(
臼
)

五
二
二
頁
参
照
。

『
春
日
井
史
』
(
春
日
井
市

三

G
一
頁

昭
和
十
八
年
発
行
)
一
昭
九
i
五
三
頁

(
は
)

三
七
七
頁

(
大
正
十
二
年
、
東
春
日
井
郡
役
所
)

-25-

一
一
一
九
頁
、

一
六
二
頁

(
四
)
前
掲
(
日
)

昭
和
十
五
年
の
現
住
者

の
先
祖
の
出
身
地
調
査
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

四
七
l
六
二
頁
。
同
書

K
は、

(
却
)

『
春
日
井
市
史

(
幻
)
前
掲
(
ロ
)

(
泣
)
前
掲

(
6
)

(
お
)
前
掲
(
ロ
)

(

M

)

 

(
お
)

(
部
)

前
掲

前前
掲掲

(
幻
)
前
掲
(
は
)

資
料
編
』
一
二
二
頁

一
五
頁

三

O
九
頁

六
八
頁

(ロ)

五
五
頁
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